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個別決算における営業外収益及び特別損失の計上、 

ならびに通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

   当社は、2025 年 12 月期の個別決算において、下記のとおり営業外収益（貸倒引当金戻入額）と特別損

失（貸倒引当金繰入額）の計上を行いました。また、2025年 11月 14日に公表いたしました 2025年 12 月

期の通期連結業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．営業外収益及び特別損失の計上について 

  当社は、2025年 12 月期の個別決算において、連結子会社向け債権に関して、それぞれ貸倒引当金戻入額

として 49百万円を営業外収益、貸倒引当金繰入額として 83百万円を特別損失に計上いたしました。 

なお、当該営業外収益及び特別損失は、当社の個別財務諸表のみに計上されるものであり、連結決算に

おいては消去されるため、連結業績に与える影響はありません。 

 

２．連結業績予想と実績との差異 

（１）2025年12月期通期連結業績予想と実績との差異について（2025年１月１日～2025年12月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(Ａ) 3,800 120 130 200 19.48 

実績(Ｂ) 3,927 140 148 258 25.16 

増減額(Ｂ―Ａ) 127 20 18 58  

増減率(%) 3.3 17.3 14.3 29.1  

（ご参考） 

2024年12月期実績 
4,234 5 0 △36 △3.59 

 

（２）差異の理由 

  療養費請求代行事業であるアトラ請求サービス会員の新規開設院の入会及び他社システム利用院の乗換
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え契約の獲得が上期に引き続き好調に推移いたしました。また、A-COMSシステムと連携した新オプション

サービスの稼働による継続課金売上の構築に注力しました。機材消耗品販売においては、療養費が減少傾

向となる中、保険適用外の症状改善の自費施術や、予防に係る自費施術を拡大することを目的とした自費

施術に使用する新オリジナル機材の拡販に注力しました。新商品の売上比率の向上が継続いたしました。 

これらの結果、通期の売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益が、2025年11月14日

公表いたしました上方修正後の通期計画を上回りました。 

   

以 上 


